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【
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
】

　

年
度
更
新
の
手
続
き
は
、
平
成
27
年

度
の
概
算
保
険
料
を
精
算
す
る
「
確
定

申
告
」
と
平
成
28
年
度
の
見
込
み
保
険

料
（
概
算
保
険
料
）
を
申
告
す
る
も
の

で
す
。

　

申
告
・
納
付
は
、
各
労
働
基
準
監
督

署
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
を
通
じ
て
お

早
め
に
手
続
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
の
申
告
に
は
電
子
申

請
を
、
納
付
に
口
座
振
替
を
ご
利
用
頂

く
と
便
利
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
千
葉
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
☎
０
４
３
・
２
２
１
・
４
３
１
７
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
今
年
度
も
、「
全

国
安
全
週
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和
３
年
に
初

め
て
実
施
さ
れ
て
以
来
、「
人
命
尊
重
」

と
い
う
崇
高
な
基
本
理
念
の
下
、「
産

業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
活

動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識

の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る
こ

と
」
を
目
的
に
、
一
度
も
中
断
す
る
こ

と
な
く
続
け
ら
れ
、
今
年
で
89
回
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、
労
働
災
害
は
長

期
的
に
減
少
し
、
平
成
27
年
は
統
計
を

取
り
始
め
て
以
来
初
め
て
、
年
間
の
死

亡
者
数
が
千
人
を
下
回
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
産
業
安
全
に
携
わ
っ
た
多
く
の
先

人
が
た
ゆ
み
な
く
安
全
活
動
を
展
開
し

た
結
果
得
ら
れ
た
画
期
的
な
成
果
で
す
。

　

一
方
、
近
年
の
産
業
構
造
の
変
化
に

伴
っ
て
、
拡
大
を
続
け
る
第
三
次
産
業

等
に
お
い
て
は
未
だ
に
安
全
に
関
し
て

自
ら
取
り
組
む
意
識
が
十
分
と
は
言
い

難
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
経
験
が
浅
い

労
働
者
が
職
場
に
潜
む
危
険
を
察
知
で

き
な
い
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
休

業
災
害
を
含
む
労
働
災
害
全
体
の
数
は

十
分
な
減
少
傾
向
に
あ
る
と
は
言
え
な

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
更
な

る
労
働
災
害
の
減
少
を
図
る
こ
と
を
決

意
し
て
、
平
成
28
年
度
全
国
安
全
週
間

は
、
以
下
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
で
取
り

組
み
ま
す
。

〈
平
成
28
年
度
「
全
国
安
全
週
間
」
ス

ロ
ー
ガ
ン
〉 

　
「
見
え
ま
す
か
？　

あ
な
た
の
ま
わ

り
の　

見
え
な
い
危
険　

み
ん
な
で
見

つ
け
る　

安
全
管
理
」

　

厚
生
労
働
省
で
は
、７
月
１
日
（
金
）

か
ら
７
日
（
木
）
ま
で
を
「
全
国
安
全

週
間
」、６
月
１
日（
水
）か
ら
30
日（
木
）

ま
で
を
準
備
期
間
と
し
て
、
各
職
場
で

巡
視
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
掲
示
、
労
働
安

全
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◎	

詳
し
い
ご
案
内
は
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

中
小
企
業
庁
で
は
、
２
０
１
６
年
版

中
小
企
業
白
書
・
小
規
模
企
業
白
書
を

ま
と
め
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、
最
近

の
中
小
企
業
の
動
向
に
つ
い
て
の
分
析

を
行
い
、
中
小
企
業
の
経
常
利
益
が
過

去
最
高
水
準
に
達
し
て
い
る
も
の
の
、

売
上
高
の
伸
び
悩
み
や
人
手
不
足
、
設

備
の
老
朽
化
と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

中
小
企
業
の
生
産
性
に
つ
い
て
分
析
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、
中
小
企
業
の
稼
ぐ
力

に
着
目
し
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
Ｉ

Ｔ
活
用
、
売
上
拡
大
の
た
め
の
海
外
展

開
、
稼
ぐ
力
を
支
え
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
は
、
高
収
益
企
業

に
お
け
る
稼
ぐ
力
の
強
化
に
結
び
つ
け

る
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
分
析
を
行

い
、
海
外
展
開
に
つ
い
て
は
、
海
外
展

開
が
稼
ぐ
力
の
強
化
や
国
内
の
従
業
者

の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
事
業
継
続
計
画
や
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
、
新
事
業
展
開
に
係
る
リ

ス
ク
評
価
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
の
取

組
の
現
状
と
課
題
を
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
取
組
を
支
え
る
金

融
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
へ
の
貸
出

し
が
伸
び
悩
む
中
、
借
入
れ
と
収
益
力

の
関
係
や
企
業
の
事
業
性
を
評
価
し
た

資
金
供
給
の
あ
り
方
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
経
営
力
に

つ
い
て
は
、
投
資
を
決
定
す
る
経
営
者

の
意
識
や
企
業
風
土
等
の
違
い
に
つ
い

て
の
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎	

詳
し
い
ご
案
内
は
、
中
小
企
業
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

千
葉
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
、

お
早
め
に
（
期
間
は
6/1
～

7/11
ま
で
）

平
成
28
年
度
全
国
安
全
週
間
実
施
に

つ
い
て

２
０
１
６
年
版
中
小
企
業
白
書
・

小
規
模
企
業
白
書
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
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